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当館は，約 4 万 3 千タイトルの電子ジャーナルお
よび約 8 万タイトルの電子ブックを契約し，利用に
供している。ERMS には， これら契約済みの電子
リソースのみならず，オープンアクセス・フリーア
クセスの電子リソースも登録しており，登録タイト
ル総数は契約タイトル数の 4 倍ほどに上る。

当館は，中央館と 4 分館の 5 館体制で，キャンパ
スをまたいで計130名ほどの図書系職員が業務を
行っている。そのうち電子リソース管理に携わるの
は，電子リソースの契約・管理業務を担う e リソー
ス課 e リソース管理係，ILS 全般およびウェブサー
ビスを統括する同課システム企画係， 個別の電子
ジャーナル契約を担当する収書整理課雑誌情報係の
3 係である。 今回の ERMS の移行においても，e
リソース管理係を中心に，この 3 係でワーキンググ
ループを組織し，移行の検討・実作業にあたった。

2．システム構成と使用サービス
2.1　当館のシステム構成

図 1 は，2023年現在の当館の電子リソース管理・
提供システムの模式図である。左側が図書館が操作
する管理用のシステム，右側が利用者に提供してい
る各サービスである。

1．はじめに
1.1　本稿の目的

電子リソース管理システム（Electronic Resource 
Management System。以下，ERMS）とは，電子
リソースを統合的に管理するシステムである。図書
館員が自館で利用可能な電子リソースについて，契
約状況やアクセス情報，契約上の利用条件，管理・
統計情報，契約金額・予算情報等を一元的に管理す
る用途で開発されている。

2022年11月末，九州大学附属図書館（以下，当館）
は，図書館業務システム（Integrated Library System。
以下，ILS）1）のリプレイスと合わせて ERMS を一新
し，EBSCO FOLIO ERM を国内で初めて導入した。

本稿は，国内初の導入に至った経緯や移行作業，
導入後の運用等について，広く情報を共有し，大学
図書館実務の用に供するものである。なお，本稿は，
2023年 7 月25日，26日，27日に開催された EBSCO
社主催のセミナーにおける筆者らの発表内容2）に加
筆修正を施したものである。

1.2　当館の概要
国立大学法人九州大学は，12学部，19学府，16研

究院を持つ総合大学である。学部学生，学府大学院
生，研究院所属教員を合わせて 2 万人超の構成員を
擁する3）。

抄録：九州大学附属図書館は，2022年11月末に，EBSCO FOLIO ERM を国内で初めて導入した。本稿では，
当該サービスの構成と導入までの経緯，移行作業，実際の運用，導入による利点と今後の課題について紹介す
る。導入の判断にあたっては，当館の既存システムの実情との適合性，操作性，将来の発展性，経済性を重視
した。導入による利点は，操作性の向上，ディスカバリーサービスとの連携の容易化，ベンダーとの連携の円
滑化である。 課題としては， インターフェースの安定性，MARC データの出力精度， 言語障壁の高さ，
FOLIO コミュニティへの関与のあり方が挙げられる。
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構成されている。そのうち当館が実際に電子リソー
ス管理に使用しているアプリと，その構造は図 2 の
通りである。

図 2　EBSCO FOLIO ERM の構造

「電子所蔵」 アプリは，API を用いて HLM と連
携しており，KB の所蔵情報を参照・ 編集できる。

「ライセンス」アプリは，アグリーメント等に記載
されたライセンス情報を集積するアプリである。ア
グリーメントの保管場所を記録したり，ファイルを
アップロード・管理したりできるほか，アグリーメ
ントの締結日や契約期間，ライセンスにおいて定め
られた ILL の可否やリモートアクセスの可否といっ
た利用条件等を入力・管理できる。「組織」アプリ
は，各出版社や書店，プロバイダの担当者の連絡先
や，管理者アカウントへのログイン情報，管理者
ページや統計取得ページの URL 等を記録・管理す
るものである。

そして，ハブとなる「契約」アプリが，電子所蔵
情報に，ライセンス情報，組織情報を紐付けている。
一つの契約情報には複数のライセンス情報，電子所
蔵情報を紐付けることもできる。例えば，複数年連
続で購読している，あるジャーナルパッケージにつ
いて，過去何年分ものライセンス情報の変遷を記録
したり，同一のアグリーメントで契約を締結してい
るものの，KB 上のパッケージが分散しているコン
テンツについて， 1 つの契約情報にグループ化して
管理したりすることも可能である。（図 3 ）

図 1　当館の電子リソース管理・提供システム
（図の（）内は使用製品名）

ERMS として導入した EBSCO FOLIO ERM で
は，機能に応じて 2 種のインターフェースが提供さ
れている。電子リソースの契約・ライセンス情報等
の管理機能を担う FOLIO，そして，ナレッジベー
ス（Knowledge Base。 以下，KB） の管理ツール
Holdings Management（以下，HLM）である。い
ずれもウェブベースのサービスで，ブラウザから自
館用のテナントにログインして使用する。

HLM を中核に， 管理者向けの FOLIO， および
ユーザー向けのサービスであるリンクリゾルバ，
ディスカバリーサービス，A to Z リスト等の各シ
ステムに電子リソースの所蔵情報が供給される仕組
みとなっている。

以下，FOLIO および HLM について概要を紹介
する。

2.2　FOLIO
FOLIO4）は，オープンソースの図書館サービスプ

ラットフォーム（Library Service Platform。以下，
LSP）5）である。 世界中の図書館， ベンダー各社，
FOLIO 開発チームの協力によって構築されている。
用途・ 目的ごとに小さな個別のアプリケーション

（以下，アプリ）を開発し，それらを連携させる，
マイクロサービスアーキテクチャを採用している。
そのため，受入，目録，閲覧，電子リソース管理等
の図書館業務を担う様々なアプリの中から，必要な
アプリを取捨選択して実装・使用することができる
仕組みとなっている。

EBSCO FOLIO は，EBSCO 社がベンダーとして，
この FOLIO の実装・ホスティング・サポート等を
提供するサービスであり， 世界で約100の図書館6）

で導入されている。当館は，EBSCO FOLIO を電子
リソース管理機能に限定した ERMS である，EBSCO 
FOLIO ERM を導入している。

EBSCO FOLIO ERM は，FOLIO 全体の共通ア
プリである「組織」「ユーザー」「設定」「タスク」
アプリと，電子リソース管理機能を担う「電子所蔵」

「契約」「ライセンス」「ダッシュボード」アプリで
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EBSCO FOLIO ERM に お い て は，KB と し て
EBSCO Knowledge Base が搭載されている。HLM 

（図 5 ）は，EBSCO Knowledge Base に対して機関
ごとに設定された，ローカル KB の管理ツールであ
る。HLM で登録した情報は，リンクリゾルバ，ディ
スカバリーサービス，A to Z リストと連動してお
り，直接各サービスに反映される。また，ローカル
KB 上のデータのファイル出力・一括更新の機能も
備えており，大量のデータの修正や所蔵情報のバッ
クアップの取得等にも使用している。更に，当館で
は，ここから MARC データを出力し，ILS に取り
込むことで，ローカル検索システムに電子リソース
の書誌を表示させている。

2.3　Holdings Management
KB とは，世界中の出版社等から電子リソースの

書誌情報や URL 等を収集し，最新の状態で保持し
ているデータベースである。図書館は，グローバル
KB から，自館で利用可能な電子リソースを登録し
てローカル KB を構築し，自館の電子リソースを容
易に管理し，利用者にアクセスを提供することがで
きる。（図 4 ）

図 4　ナレッジベースを巡る書誌情報の流れ

図 3　FOLIO の「契約」アプリ画面
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はできなかった。一方，当館の ILS は，学内財務
会計システムとの連携をはじめ，各機能を当館向け
にカスタマイズしており，Alma で同等の機能を再
現するには，館内で全面的に業務フローを変更する
ことが必須になると見込まれた。ERMS の機能面
では優れた点も見受けられたものの，ILS 移行にか
かる全館的な労力が障壁となり，Alma の導入は
早々に見送った。

これに対して，ERMS であるEBSCO FOLIO ERM
は，当時より単体での導入が可能であったため，移
行先の候補として詳細に機能を検証し，前システム
と比較検討した。

具体的には，EBSCO FOLIO ERM のトライアル
を実施し，実際に操作をしながら，当時の電子リ
ソース関連の業務フローや前システムの機能と，
EBSCO FOLIO ERM の使用において想定される業
務フローや利用できる機能を，詳細に比較した。更
に，トライアルの過程で生じた詳細な質問や要望を
EBSCO 社に伝え，回答および今後の機能改善・実
装予定についての情報を得た。

3．導入に至った経緯
前述の通り，当館では，ILS のリプレイスに合わ

せ，2022年11月末より EBSCO FOLIO ERM の運
用を開始した。当館は，2005年から KB およびリン
クリゾルバとして Serials Solutions 社の360 Core
および360 Link を7） 8），2011年から ERMS として
360 Resource Manager（以下，前システム）を使
用していた。今回の移行により，過去10年以上使用
し続けたシステムを一新する運びとなった。

移行の大きな背景としては，Serials Solutions 社
の360シリーズを引き継いだ Ex Libris 社が，後継
サービスにあたる LSP の Alma に開発の重点を移
したことが挙げられる。ILS のリプレイスの検討初
期段階で，今後の機能改善が見込めない360シリー
ズの利用を継続するか，Alma へ移行するか，もし
くは Alma と競合する EBSCO FOLIO ERM へ移行
するかについて，検討することとなった。

まず，Alma については，検討当時 LSP として，
ILS と ERMS を合わせた形態でのみ提供されてお
り，ERMS 単体の機能を切り離して導入すること

図 5　Holdings Management
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図 6　FOLIO ERM アプリの構造

一括登録に際しては， まず， サンプルデータを
FOLIO へ仮登録し，想定通りに設定されるかテス
トをした。その後，登録したい全データを作成・提
供し，一括登録を行った。

4.2　一括登録以外の作業
一方，ローカルKBの構築は，EBSCO Knowledge 

Base の体系から当館が利用したい電子リソースを
選別する必要があったため，一括登録に適さなかっ
た。

そこで， 前システムに登録していたデータと
EBSCO社のグローバルKBのデータを参考に，ロー
カル KB にパッケージ単位で登録できるものと，個
別タイトル毎の登録・所蔵年次等の設定が必要なも
のとを選別した。後者は，データを整序したうえで，
サポートチームに登録を依頼した。前システムで登
録していたデータ約50万件のうち， 約12万件が
EBSCO 社側の作業対象となった。

この登録作業は EBSCO 社の担当部門において進
められ，結果としては，当館の意に沿わないデータ
が一部発生した。データが多く，移行前データとの
照合も難しいことから，誤登録の洗い出しは容易で
はない。 移行から 1 年以上が経過した現在でも調
整・ メンテナンスを継続して行っている状況であ
る。

一方，ローカル KB にパッケージ単位で登録でき
るものは，タイトル毎の所蔵年次等の微調整が不要
であったため， 当館の担当係で手分けして登録先
パッケージを選別し，登録作業を行った。

FOLIO 内で，「契約」「ライセンス」「組織」の 3
アプリ間（図 6 ）は，前述の一括登録により相互の
紐付けが完了していたが， ハブになっている契約

その結果，移行には相応の労力がかかるものの，
操作性，将来の発展性，経済性の観点から，EBSCO 
FOLIO ERM を導入するほうがメリットが大きい
だろうとの判断に至った。当時既に，ディスカバ
リーサービスのみ同社の EBSCO Discovery Service

（以下，EDS）を使用していた9）ため，これとのデー
タ連携が容易になるというメリットもあった。

4．移行作業について

表 1　移行スケジュール

以上のような検討から，移行作業，運用開始に至
るまでは，表 1 のようなスケジュールで進行した。

導入が決定した段階で，全体の移行スケジュール
およびデータの構成が EBSCO 社から共有され，そ
の後， データ移行のマッピングの検討を行った。
2022年 2 月に契約を締結し，同年 6 月から本格的な
移行作業を開始して，同年11月末に運用開始に至っ
た。

また， 導入が決定した段階で，EBSCO FOLIO 
ERM の導入に係る EBSCO 社の専門のサポート
チームが編成された。作業の進捗に合わせて， 1 ～
2 か月に 1 度のペースでオンライン会議を行い，全
体のスケジュールを確認しつつ，当館の従来の業務
フローの共有，各機能の説明とそれらに対してどの
ようにデータを作成し登録するかの検討，細かな仕
様の確認等，調整を行った。

4.1　データの一括登録
調整の結果，移行対象データのうちFOLIOの「契

約」「ライセンス」「組織」 の 3 アプリに登録する
データ（図 6 ）については，EBSCO 社のサポート
チームが，スクリプト処理を用いて一括で登録する
こととなった。
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変更を示すレポートも付属する。これには，図書館
側で手動でメンテナンスをしたタイトルと，KB 側
での変更が自動的に反映されたタイトルの両方の情
報が出力され，毎週の書誌修正情報を追跡すること
ができる。この際，不可解な変更や正確でない情報
等があれば，EBSCO 社の担当者を介して KB 管理
部門に問い合わせることになる。

内容確認を終えた MARC データは ILS 側のバッ
チ処理で ILS のメタデータメニューに取り込まれ，
当館のローカル検索システムに反映される。

これらの段階を踏んでいるため，ローカル KB で
所蔵タイトル・所蔵年次等を修正してからローカル
検索システムに反映されるまでに， 1 ～ 2 週間ほど
のタイムラグが生じる。

また，これらの更新情報の追跡と併せて，KB に
登録している全書誌データについて，週次でバック
アップを取得している。

6．導入の結果
当館が ERMS として EBSCO FOLIO ERM を導

入し， 1 年以上にわたって運用をしてきて，どのよ
うな利点があるのか，また，どのような課題がある
のかについて紹介する。

6.1　利点
導入による利点は，まず，操作性が格段に向上し

たことである。前システムは，動作速度や精度に問
題がある状態で使用を続けていた。これに対して，
FOLIO および HLM は， ユーザーインターフェー
スが整備されており，動作もスムーズで，日常業務
におけるストレスが軽減された。また，ファイル取
り込み等によりローカル KB の書誌データを一括更
新する場合等においても，処理可能なデータサイズ
や処理速度が改善され，作業効率が向上した。

次に，ディスカバリーサービスと ERMS の連携
がシンプルになったことも挙げられる。当館固有の
背景として，今回のリプレイスに至る以前は，ディ
スカバリーサービスは EBSCO 社の EDS を，他の
電子リソース関連システムは Ex Libris 社の360シ
リーズを使用しており，システム間の連携がうまく
とれていなかった。今回，ベンダーを EBSCO 社に
統一したことで，HLM に登録されている情報が
EDS に自動的に反映される仕様となり，システム
間の連携に係る調整が不要となった。

なお，EBSCO 社の KB は，Ex Libris 社の KB と
同様に充実しており，KB が変わったことによる困
難は生じていない。Ex Libris 社の KB にはデータ
があるが，EBSCO 社の KB にはないという場合も，

データと契約に対応する電子所蔵データの紐付け
（図 6 ）に際しては，契約担当者にしか判断のでき
ない事項が多く，当館の担当者が作業を行った。

紐付けのもととなるローカル KB の構築が遅延し
たことや，リプレイスに伴うトラブル対応に追われ
たこともあり， この紐付け作業は，ERMS の本運
用開始後に遅れて作業が開始された。リプレイスか
ら半年以上かけて当館の担当者が個別に紐付け作業
を行い，2023年 8 月に漸く完了した。

5．業務フロー
当館では，EBSCO FOLIO ERM を使用して，次

のように業務を行っている。

5.1　新規契約から中止まで
例として，電子ジャーナルの契約を開始してから

中止するまでのワークフローを紹介する。
まず，電子ジャーナルの契約を締結した後，アク

セスできるようになった段階で，HLM または
FOLIO「電子所蔵」 アプリから該当するジャーナ
ルを検索し， 利用可能なタイトルとして登録のう
え，契約内容に応じて所蔵年次等を設定する。アグ
リーメントの締結があれば，FOLIO 上で「ライセ
ンス」アプリにアグリーメントのファイルの保管場
所や具体的な利用条件を登録する。「契約」アプリ
を介して，電子所蔵情報と，作成したライセンス情
報，出版社ごとの組織情報を紐付ける。

そのほか， 年度が変わって契約の更新等があれ
ば，その都度新規にライセンス情報を作成し，契約
情報に紐付けるメンテナンスをする。

ジャーナルの契約を中止する際には，アーカイブ
権等の状況に即して，所蔵年次等を修正する。

なお，当館の場合，ERMS はあくまで電子リソー
スを利用に供するための情報を管理するツールとし
て使用している。購入金額や予算情報，支払情報等
については，ILS や共有ファイルサーバー等で別途
管理しているため，ERMS 上には記録していない。

5.2　週次業務
上記のようなメンテナンスのほかにも，KB 上で

はアグリゲータ等の収録タイトル，収録年次，アク
セス URL 等の内容が日々最新の情報に更新されて
いる。それらの情報を当館のローカル検索システム
に反映させるため，MARC Update サービスを利用
して週に一度，特定の曜日に，前週の出力時点から
の差分情報のみを記した MARC データを取得して
いる。

このファイルには前週からの書誌の追加・削除・

大学図書館研究 126号（2024. 9）

2169-6



ティを形成し，協力して成長させていこうという思
想のもとで運用されているシステムである。当館と
しても，コミュニティでの議論に参加し，日本の図
書館にとって使いやすいシステムになるよう，
FOLIO の成長に寄与したいという想いはある。

しかし，現状は，積極的にFOLIOの成長にコミッ
トすることはできていない。当館のみでは，世界規
模に広がるFOLIOコミュニティ内での声が小さく，
日本の図書館事情を伝え，システムに反映してもら
うには限界がある。さりとて，海外の図書館，ベン
ダー各社，FOLIO 開発チームの成果にフリーライ
ドし続けると，日本の図書館が望む形からは離れて
いくのではないかという懸念もある。

この状況を脱するには，日本の図書館で連帯して
意見を出していけるような体制を構築する必要があ
ると思われる。そのために，まずは，同じ立場で連
携・発信していくことのできる FOLIO 導入機関の
増加が待たれるところである。

7．おわりに
当館で電子ジャーナルの購読を開始してから，20

余年が経過した。 今回の ERMS の移行に際して，
その間蓄積されてきた契約履歴を整序したことにな
る。移行を通して，電子リソースの契約履歴を体系
的に管理し，後世に引き継いでいくことの難しさを
改めて実感した。

その一方で，オープンアクセス化がますます加速
していく等，電子リソースを取り巻く環境は複雑化
している。その中で図書館の電子リソース管理のあ
り方はどうあるべきなのか，利用者に対してどのよ
うに電子リソースを提供できると良いのか，考え続
けていく必要がある。

本稿が，各大学図書館における ERMS の導入・
移行の参考になれば幸いである。また，FOLIO コ
ミュニティの拡大に寄与できれば望外の喜びであ
る。
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